
今
月
の
納
期

税

総務課　
　総務係　財政係
地域創生課　
　創生企画係　広報広聴係
　ユネスコエコパーク推進係

町民生活課
　税　務　係
　町　民　係
保健福祉課
　保　健　係
　福　祉　係
農林建設課
　農　林　係
　建　設　係
観光商工課
　観光係　商工係
会　計　室
議会事務局
農業委員会
教育委員会
学校給食センター
只見保育所
朝日保育所
明和保育所
朝日診療所
（歯科） 
こぶし苑 
只見振興センター 
朝日振興センター 
明和振興センター 

☎

☎

☎
☎

☎
☎

☎
☎

☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎

82-5210

82-5220

82-5110

82-5100

84-7005

84-7010

82-5230

82-5270

82-5240

82-5120

82-5300

82-5230

82-5320

84-7180

82-2219

84-2038

86-2249

84-2221

84-2612

84-2101

82-2141

84-2111

86-2111
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今
月
の

お
知
ら
せ

Inform
a
tion

　

令
和
２
年
秋
の
火
災
予
防
運
動
の
一

環
と
し
て
、管
内
の
住
民
か
ら『
防
火
標

語
』を
募
集
し
火
災
予
防
思
想
の
高
揚

を
図
る
と
と
も
に
、最
優
秀
作
品（
南

会
津
消
防
設
備
協
会
会
長
賞
）を
南
会

津
地
方
統
一
防
火
標
語
と
し
て
採
用

し
、防
火
ポ
ス
タ
ー
を
は
じ
め
広
く
防

火
P
R
に
活
用
し
ま
す
。

一
、募
集
期
間

　

令
和
２
年
10
月
19
日（
月
）か
ら

　
　
　
　
　

11
月
９
日（
月
）ま
で

　

当
日
の
消
印
、受
信
、最
終
日
の
持
ち

　

込
み
ま
で
有
効

二
、募
集
対
象
者
及
び
テ
ー
マ

【
対
象
者
】

　

南
会
津
郡
内
に
在
住
の
方

【
テ
ー
マ
】

防
火
の
大
切
さ
や
日
頃
の
心
が
け
な

ど
を
表
現
し
た
作
品

・
南
会
津
消
防
設
備
協
会
会
長
賞　
１
点

・
南
会
津
地
方
纏
会
会
長
賞  　
１
点

・
優
秀
賞　
　
　
　
　

   　

 　
８
点

　

入
選
さ
れ
た
方
に
は
、12
月
中
旬
の

表
彰
式
に
お
い
て
賞
状
及
び
記
念
品
が

贈
呈
さ
れ
ま
す
。

五
、発　
表

　

12
月
中
旬
頃
新
聞
紙
面
お
よ
び
南

会
津
地
方
広
域
消
防
本
部
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
発
表
す
る
と
と
も
に
、入
賞
者
に

は
直
接
通
知
い
た
し
ま
す
。

六
、そ
の
他

・
複
数
の
方
か
ら
入
選
作
と
同
一
の
応

募
標
語
が
あ
っ
た
場
合
は
、抽
選
に
よ

り
選
出
し
ま
す
。

・
最
優
秀
作
品（
南
会
津
消
防
設
備
協

会
会
長
賞
）は
、今
後
１
年
間
南
会
津

地
方
統
一
防
火
標
語
と
し
て
各
種
ポ
ス

タ
ー
等
で
活
用
い
た
し
ま
す
。

・
作
品
を
使
用
す
る
際
に
は
標
語
と
と

も
に
応
募
者
の
氏
名
及
び
居
住
町
村

を
記
載
い
た
し
ま
す
。

・
応
募
に
よ
り
取
得
し
た
個
人
情
報
は

厳
正
に
管
理
し
、目
的
外
に
使
用
す
る

「
第
38
回
南
会
津
地
方
統
一
防
火
標
語
」

を
募
集
し
ま
す
。

福
島
県
最
低
賃
金
の
改
正
の

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

広
報
た
だ
み
９
月
号
の

訂
正
に
つ
い
て

お
詫
び
と
訂
正

三
、応
募
方
法

　

郵
便
は
が
き
、Ｆ
Ａ
Ｘ
又
は
電
子

メ
ー
ル
に
て
防
火
標
語
、住
所
、氏
名

（
ふ
り
が
な
）、年
齢
、職
業
、電
話
番
号

を
必
ず
明
記
の
上
、左
記
宛
て
に
応
募

し
て
く
だ
さ
い
。な
お
、応
募
点
数
に
制

限
は
あ
り
ま
せ
ん
。

【
郵
便
は
が
き
か
ら
応
募
】

　

〒
９
６
７-

０
０
０
４

南
会
津
郡
南
会
津
町
田
島
字
西
上

川
原
乙
65 

南
会
津
地
方
広
域
消
防

本
部
内　

南
会
津
消
防
設
備
協
会

「
防
火
標
語
」係

【
Ｆ
Ａ
Ｘ
か
ら
応
募
】

南
会
津
消
防
設
備
協
会「
防
火
標
語
」係

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
２
４
１-

６３-

３
１
１
４

【
電
子
メ
ー
ル
か
ら
応
募
】

　

bouka-hyougo@
m
inam

i 
aizu-kouiki.jp

【
持
ち
込
み
応
募
先
】

南
会
津
広
域
消
防
署
、消
防
署
伊
南

出
張
所
・
只
見
出
張
所
、下
郷
出
張

所
、舘
岩
分
遣
所
、檜
枝
岐
分
遣
所

四
、表
彰

深
夜
手
当

・
臨
時
に
支
払
わ
れ
る
賃
金
、１
か
月　

を
超
え
る
期
間
ご
と
に
支
払
わ
れ
る　

賃
金

○
問
合
せ
先

　

福
島
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室

　

☎
０
２
４-

５
３
６-

４
６
０
４

　

会
津
労
働
基
準
監
督
署

　

☎
０
２
４
２-

26-

６
４
９
４

　

広
報
た
だ
み
９
月
号
６
ペ
ー
ジ「
只

見
町
が
県
知
事
よ
り
感
謝
状
」記
事
内

の
南
会
津
地
方
振
興
局
長
の
お
名
前
に

誤
り
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。正
し
く
は
、

金
子
市
夫
南
会
津
地
方
振
興
局
長

で
す
。ご
迷
惑
を
お
か
け
し
た
皆
様
に
お

詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

七
、問
合
せ
先

南
会
津
地
方
広
域
市
町
村
圏
組
合

消
防
本
部
予
防
課
内　

南
会
津
消

防
設
備
協
会
事
務
局

　
☎
０
２
４
１-

６３-

３
１
１
７

　

福
島
県
最
低
賃
金
が
令
和
２
年
10

月
２
日
か
ら
次
の
と
お
り
と
な
っ
て
い

ま
す
。

○
最
低
賃
金

　

時
間
額
８
０
０
円（
10
月
１
日
以
前

　
の
時
間
額
よ
り
２
円
引
き
上
げ
）

　

福
島
県
最
低
賃
金
は
、常
用
、臨
時
、

パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
、ア
ル
バイ
ト
等
の
名
称

に
か
か
わ
ら
ず
福
島
県
内
の
全
て
の
労
働

者
に
適
用
さ
れ
、使
用
者
は
、そ
の
金
額

以
上
を
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、最
低
賃
金
に
は
、次
の
賃
金
は

算
入
さ
れ
ま
せ
ん
。

・
精
皆
勤
、通
勤
、家
族
手
当

・
時
間
外
、休
日
の
割
増
賃
金
及
び　

10
月
26
日
ま
で
に

　
　
　
　
　

納
め
ま
し
ょ
う

●
固
定
資
産
税（
３
期
）

●
国
民
健
康
保
険
税（
４
期
）

●
農
集
排
使
用
料（
10
月
分
）
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 1日　南会津地方町村会並びに会津総合開発協議会南

　　　会津地方部会による兼要望（福島市）

 3日　一般質問検討庁議

 4日　議会全員協議会　　　　　

 8日　只見町議会９月会議（～18日）

 9日　（株）東邦銀行常務取締役挨拶来庁

10日　只見町区長連絡協議会要望書提出

11日　市町村対抗福島県軟式野球大会及び市町村対抗

         福島県ソフトボール大会激励会

  

  

  23日　（株）季の郷湯ら里取締役会

 24日　県道小林舘の川線改良要望（南会津町）

 26日　只見高等学校振興対策懇談会

 28日　会津総合開発協議会県要望（福島市）

 29日　只見ユネスコエコパーク連絡調整会議　　　　　　

 

町長室日記〈9月分〉

　

福
島
県
で
は
、10
月
を「
不
正
軽
油
撲
滅
強

化
月
間
」と
定
め
、不
正
軽
油
の
排
除
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　
軽
油
に
課
税
さ
れ
る
軽
油
引
取
税
を
脱
税
す

る
目
的
で
、軽
油
に
灯
油
や
重
油
を
混
ぜ
る
な

ど
し
て
製
造
さ
れ
る
不
正
軽
油
が
正
常
な
軽
油

と
偽
っ
て
販
売
、使
用
さ
れ
て
い
る
事
例
が
あ
り

ま
す
。

　
「
不
正
軽
油
を

　

 

作
ら
な
い・売
ら
な
い・

　

 

買
わ
な
い・使
わ
な
い
」

　
不
正
軽
油
の
防
止・撲
滅
に
は
、県
民
の
皆
様

の
ご
協
力
と
情
報
提
供
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。不

正
軽
油
の
情
報
提
供
に
つ
き
ま
し
て
は
、県
庁

税
務
課
ま
た
は
最
寄
り
の
地
方
振
興
局
県
税
部

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
せ
先
】

　
県
庁
総
務
部
税
務
課

　
☎
０
２
４
ー
５
２
１
ー
７
２
０
５

　
南
会
津
地
方
振
興
局
県
税
部

　
☎
０
２
４
１
ー
６２
ー
５
２
１
４

10
月
は
不
正
軽
油

撲
滅
強
化
月
間
で
す

　

行
政
相
談
は
、役
所（
国
、県
、市
町
村
）な
ど
の

仕
事
に
関
し
て
苦
情
や
困
っ
て
い
る
こ
と
、心
配
な

こ
と
、分
か
ら
な
い
こ
と
、要
望
し
た
い
こ
と
な
ど
の

相
談
に
応
じ
、そ
の
解
決
を
お
手
伝
い
す
る
も
の
で

す
。

　 

只
見
町
で
は
、行
政
相
談
週
間
中
も
行
政
相
談
委

員
が
自
宅
な
ど
で
相
談
に
応
じ
て
い
る
ほ
か
、次
の

と
こ
ろ
で
行
政
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

●
日
時・場
所

　
10
月
20
日（
火
）

　
・明
和
振
興
セ
ン
タ
ー

　
午
前
９
時
30
分
〜
午
前
11
時
30
分

　
・只
見
振
興
セ
ン
タ
ー

　
午
後
１
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分

●
只
見
町
の
行
政
相
談
委
員

　
渡
部　
あ
き
子　
さ
ん

　
住
所
：
只
見
町
大
字
福
井
字
久
保
田

　
　
　
　
２
０
４
２

　
☎
０
２
４
１
ー
８４
ー
２
２
５
２

秋
の
行
政
相
談
週
間

「
行
政
相
談
所
開
設
」



町民
憲章

1、 ゆたかな緑ときれいな水をまもり美しい町をつくりましょう

1、 互いに助け合い親切をつくし楽しい町をつくりましょう

1、 産業をおこしみんなで働ける豊かな町をつくりましょう

1、 教養を深め心と体をきたえ文化の町をつくりましょう

1、 きまりを守り良い風習を育て住みよい町をつくりましょう
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あ
と
が
き

あ
と
が
き

人のうごき

☆朝日振興センターではリクエストも随時受付していますので、
ぜひご利用ください。

人　口　４，０６８（＋４）
　男　　１，９８７（＋１）
　女　　２，０８１（＋３）
世帯数　１，７４１（＋１）
高齢化率　　　４６．７％

※高齢化率とは、６５歳以上の人が人口に占める割合です。

転入 １１　　転出 ７　　出生 ２　　死亡 ２

（8月26日～9月25日届出分）敬称略

令和2年9月1日現在

▽
９
月
は
保
育
所
の
運
動
会
と
小
学
校
の
陸

上
記
録
交
歓
会
に
お
邪
魔
し
ま
し
た
。頑
張

る
姿
を
取
り
逃
す
ま
い
と
撮
影
し
た
写
真
は

３
０
０
０
枚
を
超
え
、今
回
掲
載
で
き
な
か
っ

た
写
真
も
タ
イ
ミ
ン
グ
が
あ
れ
ば
紹
介
し
た
い

と
思
う
ほ
ど
に
、皆
さ
ん
の
一
瞬
一
瞬
の
全
力

に
感
動
し
ま
し
た
。

▽
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
特
集
を
し
ま
し
た
が
、食
欲

の
秋
も
捨
て
が
た
い
で
す
。新
米
、新
そ
ば
、美

味
し
い
も
の
が
沢
山
あ
る
季
節
を
満
喫
し
た

い
と
考
え
る
広
報
担
当
で
し
た
。

（
小
林
）

朝日振興センター図書室
　　　　　☎８4－２１１１
　　　　　　山内　希実子

朝日振興センター
おすすめ新着図書10月

※「町民の消息」欄に掲載を希望されない方は、
届出のときにその旨をお伝えください。

■おくやみ申し上げます

■お誕生おめでとうございます
りあ

 だん

鈴　木　アケミ 81歳 只　見

黒　田　昭　子 86歳 蒲　生

田　村　怜　子 73歳 塩　沢

鈴   木　莉   天（女／  啓 太  ・ 美希子）只見

目　黒　   暖   （男／  道 人  ・ 視 美）  楢戸

寄　岩　三瓶　大樹♡須佐　かおり　八木沢

■ご結婚おめでとうございます

「分かり合えない母と娘」壊れかけ
た家族は、もう一度、一つになれる
か？羊毛を手仕事で染め、紡ぎ、
織りあげられた「時を越える布・
ホームスパン」をめぐる親子三代
の「心の糸」の物語。
時代の流れに古びていくのではな
く、熟成し、育っていくホームスパ
ン。その様子が人の生き方や、家族

が織りなす関係に重なる。読む人の心を優しく綴んでくれる一
冊です。

伊吹有喜/（文藝春秋）

遠田潤子/（新潮社）

★銀花の蔵【著】遠田潤子

★雲を紡ぐ

大阪万博に沸く日本。絵描きの
父と料理上手の母と暮らしてい
た銀花は、父親の実家に一家で
移り住むことになる。そこは、座
敷童が出るという言い伝えの残
る由緒ある醬油蔵の家だった。
家族を襲う数々の苦難と一族の
秘められた過去に対峙しながら、
少女は大人になっていく――。圧
倒的筆力で描き出す、感動の大
河小説。血縁がなくても「家族」になれる！思わず胸が熱くなら
ずにはいられない作品です！！
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